
保険料水準の完全統一に向けた工程表（案）
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【参考】
都運営方針

●改定 ●中間

見直し

●改定
次期運
営方針

保険料水準
の平準化

●医療費
指数反映
係（α）
α＝１⇒
 α＝０

α＝１ 0.83 0.66 0.5 0.33 0.16 ０ ０

医療費
水準を
反映

医療費
水準を
反映し
ない

●区市町
村ごとの個
別事情によ
る納付金
額調整
(ｃ⇒ｄ)
区市町村毎
の算定 ⇒ 
都全体の共
同負担

区市町
村ごとに
加減算

原則、
都全体
で共同
負担

●完全統
一に向け
た検討

保険料
水準の
完全統
一

R６年度から共同負担

年度
事項

対象期間

その他の項目
について引き続き検討

⚫審査支払手数料
⚫高額医療費負担金、特別高額医療費共同事業負担金
⚫国特別調整交付金(都道府県分）※子ども分

αを段階的に引き下げ

⚫都費補助（地方単独事業の医
療費波及分）等

納付金ベー
スの統一

共同負担等

〇影響の
検証

〇完全統
一の目標
年度決定

対象期間

完全統一

➢ 中間見直しに反映 ➢ 次期運営方針に反映

※一部項目は継続協議

●完全統一に向けた課題整理、検討
・賦課方式、賦課割合、賦課限度額、
 保健事業、収納率、法定外繰入 等

※青枠内：現行の運営方針に掲載（納付金ベースの統一に向けた工程表）、赤枠内：令和８年の運営方針中間見直しで工程表に追加 1

〇完全統一に
向けた各項目の
取扱い決定(R12
保険料算定までに)

①R17（R18保険料算定）までの間
に統一
● 賦課方式 ● 賦課限度額
● 保険料率 等

②R17決算までに法定外繰入解消

完全統一に向けた移行期間
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１　税率

現　　行
完全統一時
（都標準税率）

増　減
（参考）Ｒ８
市標準税率

応能割 所得割額 6.28% 7.90% 1.62% 6.99%

応益割 均等割額 33,000円 49,255円 16,255円 43,546円

応能割 所得割額 2.37% 3.01% 0.64% 2.91%

応益割 均等割額 12,300円 18,809円 6,509円 18,048円

応能割 所得割額 2.23% 2.56% 0.33% 2.49%

応益割 均等割額 14,700円 18,712円 4,012円 18,226円

応能割 所得割額 0.30% 0.52% 0.22% 0.50%

応益割 均等割額 2,000円 3,420円 1,420円 3,333円

２　税額（調定額、収入額）

現　　行 改　　定 増　減

654,978,268 823,937,630 168,959,362

338,614,538 505,407,851 166,793,313

249,882,008 317,360,694 67,478,686

139,752,510 213,707,720 73,955,210

97,204,912 111,589,495 14,384,583

53,850,756 68,547,983 14,697,227

35,509,571 61,155,372 25,645,801

18,900,594 32,320,016 13,419,422

1,037,574,759 1,314,043,191 276,468,432

551,118,398 819,983,569 268,865,171

1,588,693,157 2,134,026,761 545,333,604

107,599 144,533 平均改定率34.33％

1,509,258,499 2,027,325,423 518,066,924

税率の乖離状況（現行と完全統一時※）

区　　　分

区　　　分

応能割

応益割

応能割

応益割

応能割

応益割

応能割

応益割

応能割

応益割

計

１人当たりの保険税調定額

徴収率を乗じた後の額（収入額）

医療分

後期支援分

介護分

子ども・子育て分

医療分

後期支援分

介護分

子ども・子育て分

合　計
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